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NewSUBARU BL01 において、23.1 及び 26.6 MeV 単色ガンマ線を用いて、グラファイトの中性子生成二

重微分断面積を TOF 法により測定した。 
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1. 緒言 

数 10 MeV を超えるエネルギーの電子加速器施設の遮蔽設計において、光核反応により生成する中性子の

角度・エネルギー二重微分断面積を用いた輸送と核反応の評価は極めて重要である。しかし、現状では二

重微分断面積の実験値が非常に少なく、理論計算のモデルや核データの妥当性の評価が困難である。 

我々は、光核反応から生成する中性子の二重微分断面積の実験データを系統的に取得することを目的とし

て、NewSUBARU、BL01 を用いた実験を開始している[1]。本報告では、大出力電子加速器でビームダンプ

としてよく用いられるグラファイトから生成する中性子のエネルギースペクトルの測定値を報告する。 

2. 実験・結果 

実験方法は以前の報告[1]と同様である。23.1 及び 26.6 MeV 単色ガンマ線を発生させ TOF 法による測定

を行うため、電子蓄積リングをエネルギー1140 MeV と 1220 MeV のシングルバンチモードとし、波長 1064 

nm, 20 W のレーザー光を繰り返し 25 kHz で入射させた。発生させたガンマ線は光学ハッチ内に設置した 1 

cm 径-10 cm 長のグラファイトターゲットに入射させた。中性子検出器として 5' 径-5'長の NE213 シンチレ

ータをガンマ線に対して水平方向 60、90 度、鉛直方向 90 度、タ

ーゲットからの距離約 60 cm に設置した。波形弁別法により中性

子イベントを選別、TOF 法でエネルギーを決定し、SCINFUL-QMD

コード[2]による検出効率とプラスチックシンチレータでモニタし

た光子数で除して、スペクトルを導出した。図 1 に結果の例とし

て、入射光子エネルギー23.1 MeV に対する、水平 60 度方向での測

定スペクトルを示す。収量の大部分を占める 12C(g,n) 反応(Q=-18.7 

MeV)による比較的エネルギーの低い成分と、13C(g,n) 反応(Q=-4.95 

MeV)のエネルギーの高い成分が測定されている。 
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図 1．中性子エネルギースペクトル 
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